
暑
い
夏
に
己
を
鍛
え
、
自
ら
の
可
能
性
を
拓
く
た

め
に
、
今
年
も
生
徒
た
ち
は
、
夏
季
課
外
授
業
及
び

部
活
動
に
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
長
期
の
計
画

を
立
て
た
と
き
に
は
、「
計
画
」
↓
「
実
行
」
↓
「
検

証
」
↓
「
修
正
」
の
サ
イ
ク
ル
で
こ
ま
め
に
振
り
返

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

三
年
生
は
「
夏
を
制
す
る
者
は
受
験
を
制
す
」
を

合
い
言
葉
に
前
期
課
外
終
了
後
も
登
校
し
、
計
百
時

間
の
勉
強
を
行
う
「C

hallenge100

」
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
静
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
行
っ
た
自
学
自
習

の
成
果
は
、
必
ず
入
試
の
こ
ろ
に
現
れ
ま
す
。
自
分

の
取
組
を
信
じ
て
こ
れ
か
ら
も
一
歩
一
歩
前
進
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

二
年
生
は
学
校
行
事
や
部
活
動
の
強
化
合
宿
な
ど

で
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
朝
早
く
か
ら
登
校
し
、
忙

し
い
合
間
を
縫
っ
て
一
心
不
乱
に
勉
学
に
打
ち
込
む

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
年
生
は
、
夏
季
課
外
を
柱
に
、
鹿
屋
高
校
生
と

し
て
の
過
ご
し
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
課
外
中
は
習
熟
度
別
の
授
業
も
行
い
、
個
々
の

達
成
度
に
応
じ
た
細
や
か
な
指
導
が
生
徒
に
好
評
で

し
た
。

今
年
も
、
休
業
中
に
自
主
的
に
登
校
し
、
校
内
で

自
学
自
習
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
が
数
多
く
い

ま
し
た
。
マ
ー
ク
模
試
・
九
大
プ
レ
模
試
（
三
年
）
、

ハ
イ
レ
ベ
ル
模
試
（
一
・
二
年
）
等
の
模
擬
試
験
に

も
懸
命
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

後
期
課
外
は
八
月
一
七
日
か
ら
二
五
日
ま
で
（
八

月
二
六
日
と
二
七
日
は
授
業
日
）
で
す
。

読
書
は
、
私
た
ち
の
人
生
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に

す
る
だ
け
で
な
く
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、

創
造
力
を
豊
か
な
も
の
に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く
生

き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
今
年
は
「
国
民
読
書
年
」

で
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
機
会
に
本
校
の
図

書
館
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

本
校
図
書
館
の
入
口
の
壁
に
は
、
「
新
着
図
書
」

紹
介
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
実
は
こ
の
掲
示
板

は
、
校
長
先
生
が
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
中
に
入

る
と
「
鹿
児
島
の
高
校
生
が
薦
め
る
本
」
の
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す
。
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夏
こ
そ
鍛
え
る
！

自
ら
の
可
能
性
を
拓
く
た
め
に

―

三

星

健

児

の

夏

季

休

業

中

の

過

ご

し

方

―

１年生対象の「夏季習熟度別課外授業」

「鹿児島の高校生が薦める本」コーナー 「新着図書」紹介コーナー

今
年
は
「
国
民
読
書
年
」

―

学
校
図
書
館
の
案
内

―

九
・十
月
の
主
な
行
事
予
定

九
月一

日
（
水
）
二
学
期
始
業
式

〃

体
育
祭
全
体
練
習

二
日
（
木
）
体
育
祭
予
行

〃

朝
課
外
開
始
（
全
学
年
）

三
日
（
金
）
体
育
祭
学
年
練
習･

準
備

四
日
（
土
）
三
星
祭
（
体
育
祭
）

六
日
（
月
）
振
替
休
業
日

七
日
（
火
）
実
力
考
査
﹇
〜
八
日
﹈

一
〇
日

(

金
）
一
年
文
理
選
択
ガ
イ
ダ
ン
ス

〃

ス
タ
デ
ィ
サ
ポ
ー
ト
（
一
年
）

﹇
〜
一
一
日
﹈

一
三
日
（
月
）
振
替
休
業
日

一
七
日
（
金
）
三
星
祭
（
文
化
祭
）

﹇
〜
一
八
日
﹈

一
九
日
（
日
）
進
研
駿
台
マ
ー
ク
模
試

（
三
年
）
﹇
〜
二
〇
日
﹈

二
一
日
（
火
）
第
二
回
教
育
相
談
週
間
・
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ウ
イ
ー
ク

﹇
〜
一
〇
月
一
日
﹈

二
五
日
（
土
）
三
星
道
場
⑤

十
月一

日
（
金
）
野
外
実
習
ガ
イ
ダ
ン
ス（

一
年
）

四
日
（
月
）
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト

九
日
（
土
）
三
星
道
場
⑥

〃

全
統
記
述
模
試
（
三
年
）

一
三
日
（
水
）
中
間
考
査
﹇
〜
一
五
日
﹈

一
五
日
（
金
）
三
年
奉
仕
作
業

一
六
日
（
土
）
進
研
駿
台
記
述
模
試

（
三
年
）﹇
〜
一
七
日
﹈

一
七
日
（
日
）
第
二
回
英
検
（
一
次
）

一
八
日
（
月
）
授
業
相
互
公
開
週
間

﹇
〜
二
二
日
﹈

二
〇
日
（
水
）
芸
術
鑑
賞
会

二
八
日
（
木
）
実
力
考
査
﹇
〜
二
九
日
﹈

二
九
日
（
金
）
一･

二
年
生
進
路
講
演
会

〃

一･

二
年
学
年･

学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

三
〇
日
（
土
）
進
研
記
述
模
試
（
一･

二
年
）

﹇
二
年
〜
三
一
日
﹈

〃

大
学
オ
ー
プ
ン
模
試
（
三
年
）

﹇
〜
三
一
日
﹈

※
詳
細
は
学
校
・
担
任
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。



八
月
八
日
（
日
）
、
吹
奏
楽
部
の
第
三
十
一
回
定

期
演
奏
会
が
鹿
屋
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
御
来
場
を
い
た
だ
き
、

文
化
会
館
の
座
席
が
二
階
席
ま
で
埋
ま
り
ま
し
た
。

演
奏
は
、
「
パ
イ
ア
サ
の
飛
翔
」
「Stand

A
lone

〜
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ
「
坂
の
上
の
雲
」
の

テ
ー
マ
〜
」「
汐
風
の
マ
ー
チ
」
「
ア
イ
ヌ
民
謡
『
イ

ヨ
マ
ン
テ
』
の
主
題
に
よ
る
変
奏
曲
」
「
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
〜
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏

ク
ロ
ー
バ
ー
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
よ
り
夜
明
け
の
ダ
ン
ス
〜
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
六
重
奏

ゲ
イ
ン
ズ
ボ
ロ
ー
〜
混
合
八
重
奏

夢

へ
の
冒
険
」
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
に
始
ま
り
、

生
徒
指
揮
に
よ
る
「
ス
リ
ラ
ー
」
「J-B

EST
A
･R

A

・SH
I

〜Troublem
aker

」
「
演
歌
メ
ド
レ
ー
〜
津

軽
海
峡
冬
景
色
〜
と
き
め
き
の
ル
ン
バ
〜
愛
燦
燦
」

「
会
い
た
か
っ
た
」
「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
メ
ド
レ

ー
〜
夢
い
っ
ぱ
い
〜
ア
ラ
ラ
の
呪
文
〜
踊
る
ポ
ン
ポ

コ
リ
ン
〜
走
れ
正
直
者
」
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
、

「
み
ん
な
空
の
下
（
三
年
生
ス
テ
ー
ジ
）
」「
ウ
エ
ス

ト
・
サ
イ
ド
・
ス
ト
ー
リ
ー
・
メ
ド
レ
ー
（
Ｏ
Ｂ
と

共
に
）
」「
魔
法
に
か
け
ら
れ
て
」
の
サ
ー
ド
ス
テ
ー

ジ
ま
で
、
本
格
的
な
楽
曲
か
ら
人
気
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

ナ
ン
バ
ー
が
多
彩
に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
各
演
奏

ご
と
に
会
場
か
ら
拍
手
喝
采
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

口
蹄
疫
の
防
疫
体
制
等
で
苦
し
い
日
々
が
続
い
て

き
た
大
隅
地
域
で
す
が
、
本
校
吹
奏
楽
部
員
五
十
八

人
が
「
今
こ
そ
音
楽
で
こ
の
苦
難
を
乗
り
越
え
よ

う
！
」
と
心
を
込
め
て
演
奏
し
た
こ
と
で
、
会
場
の

皆
さ
ん
に
心
の
潤
い
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

こ
の
演
奏
会
に
よ
り
、
部
員
の
結
束
は
一
段
と
強

ま
り
ま
し
た
。
顧
問
の
松
尾
先
生
を
は
じ
め
、
本
校

吹
奏
楽
部
の
今
後
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

「目からウロコ！ 進路について考えよう」
―ＰＴＡ進路部「進路座談会」の開催ー

７月１５日(木)午後７時～

ＰＴＡ進路指導部の初めての企画「進路座談会」を，７月

１５日（木）に開催しました。

この座談会では，事前に３年生の保護者を対象に実施した

アンケートの結果や入試を体験された卒業生保護者の体験談，

本校進路指導部の担当者の話を聞きながら，センター試験や

推薦入試などの基本的な内容について学びました。

毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」

は
、
鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.edu.pref.kagoshim

a.jp/sh/K
a

noya/ま
た
、
「
鹿
屋
高
等
学
校
」
で
も
検

索
で
き
ま
す
。

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

「
今
こ
そ
音
楽
で
」
乗
り
越
え
よ
う
！
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かごしま子どもリーダー塾

８月３（火）～６日（金）の３泊４日の日程

で，県民生活局青少年男女共同参画課主催によ

る「かごしま子どもリーダー塾」が開催され，

本校から１年生の「濵田幸太」君と「吉留正敏」

君の２人が参加しました。この企画は，郷土の

先人の生き方やその先人を育てた歴史や文化を

青少年期に学び，自分のふるさとに誇りをもち，

一生を通じて自らの行動の座標軸となる規範を

構築することをねらいとしています。

三星会総会の開催

本校同窓会の三星会総会が，８月 14
日（土）に開催されました。青山三郎

会長はじめ約１７０人の会員が出席さ

れ，総会・懇親会が行われました。

特に，懇親会ではＯＢ・ＯＧの皆さ

んから，在校生の活動や成果に対して，

お誉めとともに励ましの言葉をいただ

きました。

当日は，吹奏楽部の演奏もありました。

ＰＴＡ進路部による「進路座談会」


